
8月28日(土)

＜講師紹介＞
国立精神・神経センター国府台病院の看護師としてメンタルへルスケアに
携わる。スウェーデンにてメンタルヘルス制度に関する長期現地調査を実施。
帰国後は大学教員として、精神看護学の教育に従事しながら「自殺」の対策
活動を開始。
2011年の3.11大震災直後には被災地の震災遺族・震災遺児を含む遺族ケアに
奔走。現在は自殺予防活動、自殺の遺族への精神ケア、自死遺児の支援の他、
災害による死別体験に関するグリーフケア、いじめ・虐待・離別・自殺の
死別といった「生きづらさ」を抱える人たちへの全人的支援まで活動を広げ、
全国の教育機関、行政機関における自殺予防教育や教員研修に携わっている。
＜支援活動等＞
クローズアップ現代、ニュースZERO、とくダネ、NHK視点論点など、メディア出演多数。
2020年に自殺予防授業・教員研修を76回実施。
著書：『死別を体験した子どもによりそう ～沈黙と「あのね」のあいだで～』

『子どものグリーフを支えるワークブック ～場づくりに向けて～』
『あいまいな喪失』『教師にできる自殺予防』など。

南日本新聞客員論説委員、南さつま市自殺対策策定委員長、前防衛医科大学校精神看護学教授

第6回 がん看護学領域公開講座

講 師

中央大学人文科学研究所 客員研究員 博士(医学)

 がん治療に携わる看護師・医師・メディカルスタッフ及び、看護・医療系の学生を対象とした公開講座です。
 東北次世代がんプロ養成プラン教育プログラムインテンシブコース『がん家族看護学コース』の講義に該当します。
 該当講義の2日間以上の受講により修了証明書を発行します、希望者は申込時に申請してください。
 福島県立医科大学の大学院セミナー（規定８）に該当します。本学大学院生は履修票を問い合わせ先へご提出ください。

【主催】福島県立医科大学大学院看護学研究科がん看護領域 https://www.fmu.ac.jp/univ/daigakuin/kango/gan.html

【共催】東北次世代がんプロ養成プラン https://www.fmu.ac.jp/byoin/25syuyocenter/08professional/index.html

10:00 
～ 12:00

福島県立医科大学がんプロフェッショナル養成支援室

ganpro@fmu.ac.jp

東北次世代がんプロ養成プラン共催・福島県立医科大学大学院看護学研究科

お問い合わせ

がん患者と家族・遺族の心理
～当事者意識のワークを通して考える～

髙橋 聡美 先生

た か は し さ と み

司会：佐藤 菜保子（成人・老年看護学部門/大学院がん看護学領域教授）

インターネットに接続できる場所で、
左のＱＲコードか以下URLよりお申込み下さい．
https://zoom.us/webinar/register/WN_mnSPMSihS6GpwfXSzyLyNQ

参加費
無料

Web
開催

日 時


